
　

２
０
１
６
年
度
入
試
が
い

よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
た
。
入

試
の
概
要
や
奨
学
金
制
度
は

左
記
の
と
お
り
（
詳
細
は
受

験
ガ
イ
ド
、
各
募
集
要
項
を

参
照
）。

◆
特
別
奨
学
生
入
試

　

成
績
優
秀
で
向
学
心
あ
ふ

れ
る
方
を
幅
広
く
受
け
入
れ

る
べ
く
、
年
２
回
実
施
。

　

１
年
次
の
授
業
料
の
全
額

（
98
万
円
）
を
免
除
す
る
方

14
名
、
半
額
（
49
万
円
）
を

免
除
す
る
方
28
名
を
募
集
す

る
。
２
０
１
５
年
度
は
47
名

の
方
が
認
め
ら
れ
た
（
第
１

期
・
第
２
期
の
合
計
）。

　

９
月
に
申
込
む
第
１
期

は
、
評
定
平
均
４
・
３
以
上

の
卒
業
見
込
み
で
単
願
の
方

を
対
象
。
筆
記
試
験
を
重
視

す
る
第
２
期
は
、
入
学
手
続

締
切
日
を
遅
め
に
設
定
し
、

国
公
立
大
学
等
と
併
願
受
験

を
検
討
す
る
方
に
も
利
用
し

や
す
い
。

◆
専
門
高
校
入
試
（
Ｓ
工
業

科
）

　

出
願
時
の
評
定
平
均
値
が

４
・
３
以
上
の
、
工
業
科
卒

業
見
込
み
の
方
を
対
象
。
入

学
手
続
締
切
日
を
年
明
け
に

設
定
し
、
国
公
立
大
学
等
と

併
願
受
験
を
検
討
す
る
方
も

応
募
で
き
る
。
成
績
・
人
物

が
優
秀
な
方
は
、
後
述
す
る

入
試
奨
学
金
（
20
万
円
）
を

給
付
。
２
０
１
５
年
度
は
35

名
の
方
が
認
め
ら
れ
た
。

◆
入
試
奨
学
金
の
給
付

　

入
試
奨
学
金
は
、
１
年
次

の
学
費
の
減
免
と
し
て
年
額

20
万
円
を
給
付
。
一
般
入

試
、
セ
ン
タ
ー
利
用
入
試
、

専
門
高
校
入
試
（
Ｓ
工
業

科
）
お
よ
び
（
Ｂ
工
業
科
）

の
合
格
者
の
う
ち
、
入
試
の

成
績
が
優
秀
で
、
学
業
の
伸

展
が
期
待
さ
れ
る
方
に
給

付
。
２
０
１
５
年
度
は
２
７

０
名
の
方
が
認
め
ら
れ
た
。

◆
本
学
以
外
の
会
場
を
設
定

　

左
記
の
都
市
に
試
験
場
を

設
け
、
多
く
の
受
験
生
へ
本

学
へ
の
受
験
機
会
を
設
け
る
。

○
一
般
入
試
Ａ
＝
仙
台
、
郡

山
、
水
戸
、
宇
都
宮
、
高
崎
、

千
葉
、
柏
、
東
京
（
一
般
入

試
Ｂ
で
も
設
定
）、
横
浜
、

新
潟
、
富
山
、
長
野
、
静
岡

○
専
門
高
校
入
試
（
Ｂ
工
業

科
）
お
よ
び
一
般
推
薦
入
試

（
公
募
制
）
＝
東
京

◆
大
学
案
内
の
刊
行

　

本
学
の
特
色
を
わ
か
り
や

す
く
紹
介
す
る
「
２
０
１
６

大
学
案
内
」、
女
子
の
受
験

生
向
け
に
本
学
の
特
色
を
コ

ン
パ
ク
ト
に
紹
介
す
る

「
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
を
刊
行
。

ご
希
望
の
方
は
、
教
務
部
入

試
室
（
０
４
８
０
‐
３
３
‐

７
６
７
６
）
ま
で
。

２
０
１
６
年
度
入
試
情
報

第11回日本工業大学卒業教職員の集い

　全国の中学校・高校等に在職する本学卒業教職員約1,300名と
大学との連携を深め、相互の発展を図ることを目的に毎年開催し
ている。今回は11回目を迎え、工友会との共催が実現した。関係
者の皆様は奮ってご参加のうえ、交流を深めていただきたい。
■日　　時　6月13日（土）　受付13時　開会13時30分
■会　　場　日本工業大学　学友会館
■主な内容　◎教職員研究発表：埼玉県立浦和工業高等学校教諭・
村田憲一郎氏／埼玉県杉戸町立杉戸中学校教頭・田口弘氏
◎講演：桑原清四郎氏　演題「最新の脳科学の知見に学ぶこと」
◎懇親会（参加費1,000円）

　

本
学
に
於
け
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
活

動
の
対
象
期
間
は
、
こ
れ
ま

で
10
月
〜
９
月
で
あ
っ
た

が
、
２
年
度
に
跨
る
た
め
本

年
４
月
よ
り
、
４
月
〜
３
月

と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
法

律
で
報
告
が
求
め
ら
れ
る
期

間
と
の
整
合
性
が
図
ら
れ
た

結
果
、
デ
ー
タ
管
理
が
日
常

業
務
と
一
元
化
で
き
る
こ
と

に
な
り
、
よ
り
効
率
的
な
活

動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
本
文
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
―

14
年
度
（
平
成
25
年
10
〜
平

成
27
年
３
月
）
１
・
５
年
間

の
活
動
報
告
を
行
う
。

環
境
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実

　
「
持
続
的
発
展
が
可
能
な

社
会
の
実
現
を
担
い
う
る
人

材
を
育
成
」
す
る
為
、
環
境

教
育
検
討
部
会
を
中
心
に
、

環
境
教
育
・
研
究
内
容
を
毎

年
度
見
直
し
成
果
を
上
げ
て

い
る
。
ま
た
、
環
境
教
育
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
も
の
づ

く
り
環
境
学
科
・
大
澤
正
久

教
授
に
よ
る
講
演
「
最
近
の

光
エ
コ
技
術
〜
Ｌ
Ｅ
Ｄ
か
ら

人
工
光
合
成
ま
で
〜
」
を
行

い
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
を

発
信
し
た
。

学
生
の
環
境
改
善
活
動
と
の

積
極
的
連
携

　

学
生
環
境
推
進
委
員
会
が

宮
代
町
と
協
働
し
「
子
ど
も

大
学
み
や
し
ろ
」
を
開
催
。

小
学
生
を
対
象
に
「
ご
み
の

リ
サ
イ
ク
ル
」
に
つ
い
て
講

義
を
行
っ
た
。
ま
た
、
毎
年

４
月
に
行
う
「
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
同
委
員
会

が
卒
業
生
か
ら
家
具
・
家
電

を
回
収
〜
整
備
〜
新
入
生
に

無
償
で
配
達
す
る
活
動
を
継

続
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
26

年
５
月
か
ら
実
施
の
「
利
根

川
強
化
堤
防
の
森
づ
く
り
事

業
」
は
、
県
・
地
域
連
携
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
今
後

も
継
続
す
る
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
活

動
　

太
陽
光
発
電
（
５
８
０

㌗
）
や
関
連
環
境
設
備
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
管
理
部
会

を
中
心
に
適
正
運
用
や
高
効

率
化
改
善
を
行
い
「
埼
玉
県

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条

例
」
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
目
標

値
（
▲
15
％
）
に
対
し
、
約

▲
22
％
削
減
で
き
た
。
こ
の

よ
う
な
活
動
が
外
部
か
ら
認

め
ら
れ
、「
第
６
回
エ
コ
大

学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、

「
５
つ
星
エ
コ
大
学
」
の
最

高
評
価
を
得
た
。
そ
の
他
の

環
境
管
理
活
動
も
含
め
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
、
是
非
と
も

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

h
ttp

：/
/
w

w
w

.n
it.

ac.jp/eco/ecopress.

htm
l

大
川
陽
康
奨
学
金
、学
業
奨
励
奨
学
金　

認
定
授
与
式

杉
戸
宿
開
宿
４
０
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

人
的
・
知
的
資
源
活
用
な
ど
で
協
力

　

大
川
陽
康
奨
学
金
お
よ
び

学
業
奨
励
奨
学
金
受
給
対
象

者
の
認
定
証
授
与
式
が
４
月

８
日
（
水
）、
情
報
工
学
科

棟
５
階
会
議
室
に
お
い
て
執

り
行
わ
れ
た
。

　

授
与
式
に
は
、
波
多
野
学

長
を
は
じ
め
、
竹
内
学
生
支

援
部
長
、
山
地
学
生
支
援
部

長
補
佐
、
吉
見
学
生
支
援
課

主
事
、
鈴
木
学
生
支
援
課
長

及
び
本
奨
学
金
受
給
対
象
学

生
１
３
６
名
が
出
席
し
た
。

　

本
年
度
の
受
給
者
は
、
大

川
陽
康
奨
学
金
が
25
名
、
学

業
奨
励
奨
学
金
の
エ
ク
セ
レ

ン
ト
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト

（
Ｅ
Ｓ
）
が
36
名
、
リ
マ
ー

カ
ブ
ル
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト

　

本
学
と
杉
戸
町
（
埼
玉
県

北
葛
飾
郡
）
は
４
月
16
日

（
木
）、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
に
向
け
た
包
括
的
な
連
携

協
定
を
結
ん
だ
。

　

杉
戸
町
は
日
光
街
道
の
宿

場
町
と
し
て
栄
え
て
き
た
。

２
０
１
６
年
に
は
「
開
宿
４

０
０
年
」
を
迎
え
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
杉
戸
宿
・
ま
ち
歩

き
ブ
ッ
ク
の
製
作
や
杉
戸
宿

案
内
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
、
地
元
町
民
が
継
承
し
て

き
た
伝
統
的
な
料
理
の
再
現

な
ど
の
事
業
を
進
め
て
き

た
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
本
学

の
波
多
野
純
学

長
が
協
力
し
て

き
た
の
を
き
っ

か
け
に
杉
戸
町

へ
の
更
な
る
発

展
へ
「
包
括
的

連
携
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結

す
る
こ
と
に
し

た
も
の
だ
。
本

学
の
自
治
体
と

の
提
携
は
宮
代

町
、
春
日
部
市

に
続
き
３
つ
め

と
な
る
。

　

協
定
に
は
①
杉
戸
宿
開
宿

４
０
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

参
画
し
、
古
民
家
の
再
生
や

活
用
策
の
検
討
、
ジ
オ
ラ

マ
・
本
陣
模
型
の
作
成
な
ど

杉
戸
宿
の
歴
史
の
再
現
に
取

り
組
む
こ
と
②
健
康
や
子
育

て
、
環
境
、
教
育
な
ど
の
分

野
で
人
的
・
知
的
資
源
の
活

用
を
図
る
こ
と
③
杉
戸
町
役

場
で
本
学
の
学
生
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ

を
し
、
就
業
体
験
を
積
む
よ

う
に
す
る
こ
と
で
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
の
形
成
に
役
立
て

て
い
く
こ
と
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
た
。

　

調
印
式
は
本
学
で
行
わ

れ
、
波
多
野
純
学
長
と
古
谷

松
雄
町
長
が
そ
れ
ぞ
れ
協
定

書
に
署
名
し
、
協
定
が
締
結

さ
れ
た
。
波
多
野
学
長
は

「
杉
戸
宿
に
は
歴
史
的
価
値

が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
き
ち
ん

と
資
産
に
す
べ
き
だ
」
と
協

力
を
誓
っ
た
。
そ
し
て
４
年

前
の
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

を
踏
ま
え
て
「
学
内
は
広
域

避
難
場
所
と
し
て
有
効
。
い

ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
も
本

学
生
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
活
用

し
て
欲
し
い
」
と
話
し
た
。

今
後
の
展
開
が
期
待
で
き
る

協
定
と
い
え
よ
う
。

（
Ｒ
Ｓ
）
が
76
名
と
な
っ
た
。

　

認
定
式
は
18
時
35
分
よ
り

開
始
さ
れ
、
波
多
野
学
長
か

ら
奨
学
金
受
給
学
生
に
対

し
、
賞
賛
と
今
後
の
活
躍
へ

の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た

竹
内
学
生
支
援
部
長
、
山
地

学
生
支
援
部
長
補
佐
か
ら
も

更
な
る
飛
躍
を
期
待
す
る
旨

の
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
各
人

の
認
定
証
が
封
入
さ
れ
た
ア

ク
リ
ル
盾
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

式
後
は
、
高
校
訪
問
な
ど

で
本
奨
学
金
広
報
の
た
め
に

活
用
さ
れ
て
い
る
学
長
と
受

給
学
生
た
ち
の
学
群
ご
と
の

集
合
ポ
ス
タ
ー
撮
影
も
行
わ

れ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

で
あ
っ
た
。

魅力ある地域作りを目指す

協定書に署名を行った波多野学長（前列左）と古谷町長（同右）

学業奨励金受給者（建築デザイン学群）と波多野学長

利根川強化堤防の森づくり事業の参加学生

杉戸宿の古民家を視察する波多野学長（中央）

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
の
推
進　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
―

14
年
度

環
境
教
育
、
学
生
環
境
活
動
と
の
連
携
を
強
化

杉戸町と包括的連携協定を締結

大学案内
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毎
年
春
に
は
、
学
生
自
治

会
主
催
の
新
入
生
歓
迎
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。

　

本
年
度
も
4
月
3
日（
金
）

の
入
学
式
終
了
後
に
は
学
生

自
治
会
主
催
の
ク
ラ
ブ
勧
誘

が
行
わ
れ
、
新
入
生
た
ち

は
、
先
輩
た
ち
が
配
布
し
て

い
る
ク
ラ
ブ
紹
介
の
ビ
ラ
を

興
味
深
そ
う
に
読
ん
で
い

た
。
ま
た
そ
の
場
で
、
先
輩

か
ら
ク
ラ
ブ
活
動
の
内
容
の

説
明
を
受
け
、
仮
入
部
を
し

て
い
る
学
生
達
も
見
受
け
ら

れ
た
。

　

4
月
11
日
（
土
）
に
は
、

毎
年
恒
例
の

大
学
祭
実
行

委
員
会
主
催

の
春
の
ぽ
か

ぽ
か
コ
ン

サ
ー
ト
が
、

新
進
の
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
Ｍ

Ａ
Ｃ
Ｏ
さ
ん

を
招
い
て
体

育
館
に
て
開

催
さ
れ
た
。

　

実
力
派
の

ラ
イ
ブ
だ
け

に
、
開
演
に
合
わ
せ
て

フ
ロ
ア
に
は
、
お
よ
そ

１
０
０
人
の
学
生
、

フ
ァ
ン
が
入
場
し
会
場

は
熱
気
と
歓
声
で
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
い

た
。

　

5
月
23
日
（
土
）
に
は
陸

上
競
技
場
に
お
い
て
体
育
祭

実
行
委
員
会
主
催
の
第
48
回

体
育
祭
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
新
入
生
が
参
加
し
た
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
「
尽
力
」。

目
的
の
実
現
の
た
め
に
力
を

尽
く
す
と
い
う
意
味
の
今
回

の
テ
ー
マ
に
は
、
体
育
祭
参

加
者
全
て
が
競
技
に
対
し
て

力
を
尽
く
す
と
同
時
に
、
お

互
い
の
親
交
を
深
め
る
契
機

に
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
い

う
主
催
者
側
の
強
い
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

入
学
当
初
は
ど
こ
か
不
安

げ
だ
っ
た
新
入
生
も
、
大
学

生
活
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
約

2
ヶ
月
が
経
過
し
、
最
近
で

は
学
生
生
活
に
も
慣
れ
て
き

た
よ
う
で
あ
る
。
先
輩
た
ち

が
忙
し
い
中
企
画
し
て
く
れ

た
イ
ベ
ン
ト
も
大
い
に
楽
し

ん
で
い
た
。

　

今
後
も
秋
の
大
学
祭
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
や
ク
ラ
ブ
活
動

を
通
じ
て
、
新
入
生
が
積
極

的
に
他
者
と
の
関
り
合
い
を

持
ち
、
よ
り
多
く
の
良
い
友

人
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

や
ま
な
い
。

学
生
自
治
会　

新
入
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト

専
門
職
大
学
院
入
学
者
の
平
均
像

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

　

専
門
職
大
学
院
は
平
成
17

年
に
学
園
創
立
の
地
で
あ
る

神
田
で
産
声
を
あ
げ
た
。
今

年
が
創
立
10
周
年
に
当
た

り
、
5
月
23
日
（
土
）
に
は

記
念
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
開

催
さ
れ
た
。

　

4
月
に
入
学
し
た
24
名
は

第
11
期
生
に
な
り
、
最
年
少

が
35
歳
、
最
年
長
が
72
歳
、

平
均
年
齢
は
45
歳
で
あ
る
。

第
1
期
生
か
ら
第
11
期
生
の

平
均
が
約
42
歳
な
の
で
、
今

年
は
平
均
年
齢
が
少
し
で
あ

る
が
上
昇
し
た
。

　

一
般
の
大
学
院
あ
る
い
は

大
学
と
は
明
ら
か
に
異
な
る

37
歳
と
い
う
年
齢
差
に
つ
い

て
、
知
識
・
経
験
の
差
に
よ

る
様
々
な
格
差
、
あ
る
い
は

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
、
講
義
に

関
す
る
理
解
度
、
そ
し
て
授

業
に
お
け
る
議
論
が
か
み
合

わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の

危
惧
を
感
じ
る
外
部
の
方
も

多
い
と
思
う
。
し
か
し
こ
の

よ
う
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
私
は
授

業
で
感
じ
る
こ
と
は
な
い
。

こ
の
意
見
は
私
だ
け
で
な
く

他
の
先
生
方
に
聞
い
て
も
同

様
で
あ
る
。
高
齢
の
院
生
も

若
手
の
院
生
も
、
ま
た
会
社

を
経
営
し
て
い
る
社
長
か
ら

中
間
管
理
職
で
あ
る
部
長
・

課
長
そ
し
て
平
社
員
も
授
業

で
は
平
等
に
、
ま
た
相
手
を

尊
重
し
堂
々
と
議
論
を
戦
わ

せ
る
。
皆
が
忙
し
い
時
間
を

調
整
し
、
経
済
的
な
問
題
を

乗
り
越
え
、
仕
事
上
の
重
責

を
調
整
し
な
が
ら
大
学
院
に

通
学
し
て
い
る
と
い
う
共
通

事
項
に
根
差
し
た
連
帯
が
毎

年
す
ぐ
に
生
ま
れ
る
。

　

ま
た
今
年
の
入
学
者
の
大

学
院
に
入
学
す
る
前
の
最
終

学
歴
は
、
大
学
・
大
学
院
卒

業
は
54
％
、
残
り
の
46
％
は

短
大
・
高
専
あ
る
い
は
専
門

学
校
、
高
校
卒
の
方
々
で
、

職
務
経
験
、
知
識
、
人
格
を

入
学
試
験
前
に
実
施
す
る
事

前
審
査
で
高
く
評
価
さ
れ
、

受
験
資
格
を
得
た
う
え
で
試

験
に
パ
ス
さ
れ
入
学
し
た

方
々
で
あ
る
。
本
学
で
は
、

入
学
資
格
と
し
て
学
歴
だ
け

で
な
く
、
実
務
経
験
を
重
視

し
て
お
り
、
事
前
審
査
を
経

て
入
学
し
た
院
生
は
入
学
当

初
こ
そ
大
学
院
の
授
業
に
戸

惑
い
な
が
ら
も
例
外
な
く
向

上
心
が
旺
盛
で
、
日
々
熱
心

に
勉
強
に
取
り
組
み
、
修
了

時
に
は
学
歴
の
差
は
感
じ
さ

せ
な
い
。

　

学
歴
か
ら
理
系
と
文
系
に

分
け
る
と
理
系
は
42
％
、
文

系
58
％
で
あ
る
。
ま
た
所
属

す
る
組
織
の
業
種
を
調
べ
る

と
製
造
業
54
％
、
Ｉ
Ｔ
関
係

13
％
、
サ
ー
ビ
ス
業
29
％
、

そ
の
他
4
％
と
い
う
割
合
に

な
る
。

　

本
大
学
院
は
技
術
経
営
を

学
ぶ
1
年
制
の
大
学
院
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
理

系
、
文
系
ま
た
所
属
す
る
組

織
の
業
種
・
規
模
の
枠
を
取

り
払
い
、
技
術
と
経
営
の
融

合
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。
こ
の
意
味
か
ら

も
、
入
学
者
の
専
攻
や
所
属

す
る
組
織
の
属
性
の
差
に
よ

る
混
乱
は
感
じ
な
い
し
、
そ

の
差
が
入
学
者
各
自
の
刺
激

に
も
な
っ
て
い
る
。

　

本
年
は
知
識
お
よ
び
実
務

経
験
豊
富
な
4
名
の
専
任
教

員
が
加
わ
り
、
新
た
な
科
目

も
数
多
く
設
置
さ
れ
、
授
業

の
内
容
・
レ
ベ
ル
の
よ
り
一

層
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

新
入
生
の
1
年
後
の
成
長
が

楽
し
み
で
あ
る
。

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
・
教
授　

近
江　

正
幸

体育祭の競技「コペルニクスの球を運べ！」

フレッシュマンキャンプ
　新入生を対象としたフレッシュマンキャ
ンプが４月５日（日）から７日（火）の期
間内に各学科とも1泊2日の日程で実施さ
れた。新入生同士や先輩、教員との親睦を
目的としており、宿泊先や実施内容は学科

ごとに企画された。移動中のバスや宿泊施
設において大学生活に関するガイダンスや
オリエンテーションが行われたほか、施設
見学や各種レクリエーションが催された

（下表）。

学科 宿泊場所 主な実施内容
機械工学科 福島／那須甲子少年自然の家 綱引大会、室内キャンプファイヤー、ポスター制作
ものづくり環境学科 埼玉／本学合宿所 屋外炊飯、スポーツイベント
創造システム工学科 茨城／さしま少年自然の家 学内施設見学、屋外炊飯、スポーツイベント
電気電子工学科 福島／磐梯青少年交流の家 大内宿散策
情報工学科 栃木／鬼怒川パークホテルズ ストローを用いたタワー制作コンテスト
建築学科 福島／磐梯青少年交流の家 那須ハートランド見学、大内宿散策
生活環境デザイン学科 千葉／THE FARM 佐原のまち歩き、就労継続支援施設見学

入学式後には各クラブが勧誘を行った

機械工学科 情報工学科 建築学科

高
校
生
対
象
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す

第7回 3D-CADプロダクトデザインコンテスト

第9回 マイクロロボコン高校生大会

第29回 建築設計競技

「未来のロボット」

1インチ角のロボットで競う

「つながる家」

　本コンテストは3次元CAD
を用いてデザインし、ものづ
くりの最先端技術を学ぶこと
ができる。高校生なら誰でも
参加でき、募集作品はテーマ
部門『未来のロボット』、自由
デザイン部門、CGアイディア
部門である。希望者は8月22
日（土）迄に、本学ホームページあるいは本コンテスト事務局

（nagasaka@nit.ac.jp）まで。

　本コンテストは、約1イン
チ角の小さな本体に必要な機
能を内蔵したロボットが自律
的にコースを走行し、タイム
を競うものである。第9回大
会は9月12日（土）に本学体
育館で開催する。ノビス部門
を設けて初心者の参加も歓迎
している。
　大会についてや入門機の製作講習会、基板請求など詳細はホー
ムページにて。http://ise.nit.ac.jp/mrc.html

　第29回目となる、建築を学
ぶ高校生を対象とした日本工
業大学建築設計競技。今年の
テーマは「つながる家」。審査
には建築家の赤松佳珠子氏を
迎え、本学建築学科武田光史
教授と生活環境デザイン学科
足立真教授の3氏で行われる。
締切は8月27日（木）。審査結果は9月上旬ホームページ上にて
発表。http://www3.nit.ac.jp/kenchiku

昨年の入賞作品

小さな車体にアイデアと技術を凝縮

入賞作品はLCセンターに展示

新入生の出身地マップ
31都道府県から1,158名が入学 

外国人他

17（3）

合　計

1,158（71）

入学者総数（女子）

〈凡　例〉

北　海　道
6

青　　森
22（1）

山　形
17（1）

宮　城
5

秋　田
4（1） 5

岩　手

石　川
1

新　潟
14

福　島
36（3）

千　葉
58（3）

茨　城
109（3）

静　岡
7

山　梨
8

東　京
249（15）

愛　知
0

長　野
24（1）

埼　玉
394（22）

群　馬
66（4）

栃　木
88（10）

奈　良
0

和歌山
0

三　重
3（1）

岐　阜
1

滋　賀
0

福　井
0

富　山
3

山　口
0

広　島
0

岡　山
1

大　阪
1（1）

島　根
2

鳥　取
0

兵　庫
3（1）

京　都
1

徳　島
0

高　知
2

愛　媛
1

香　川
0

沖　縄
4（1）

鹿 児 島
1

宮　崎
0

熊　本
0

大　分
0

長　崎
0

佐　賀
0

福　岡
0

神奈川
5

0人 1～9人 10～49人 50～99人 100人～

　本学工学部の平成27年度都道府県別入学者数がまとまっ

た。総入学者数は1,158名（入学定員は1,000名）。うち女子

学生は71名である。都道府県別入学者数は、昨年に続き埼

玉がトップで394名。次いで東京が249名、茨城109名、栃

木88名、群馬66名がベスト5である。入学者は、全国31都

道府県から集まっている。

●新入留学生の出身国と人数
国籍 計

サウジアラビア 1
タイ王国 1
ベトナム 1
台湾 1
中華人民共和国 6

計 10
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災
害
現
場
の
突
入
撤
退
判
断
シ
ス
テ
ム

東
京
消
防
庁
、
杏
林
大
と
共
同
開
発

水
族
館
屋
外
施
設
に
採
用
さ
れ
た

遊
具
プ
ラ
ン
が
一
般
公
開

　

機
械
工
学
科
の
石
川
研
究

室
は
、
特
殊
災
害
現
場
で
消

防
隊
員
の
安
全
を
確
保
す
る

「
突
入
撤
退
判
断
シ
ス
テ
ム
」

を
東
京
消
防
庁
、
杏
林
大
学

と
共
同
開
発
を
進
め
て
い

る
。
３
月
４
日
（
水
）
に
は

本
学
屋
外
実
験
場
に
お
い
て

実
演
を
行
っ
た
。

は
、
隊
員
と
指
揮
所
の
双
方

に
警
告
が
表
示
さ
れ
、
撤
退

判
断
を
促
す
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。

　

本
シ
ス
テ
ム
の
開
発
は
総

務
省
・
消
防
庁
の
「
消
防
防

　

生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

の
金
野
千
恵
助
教
と
同
研
究

室
の
学
生
が
提
案
し
た
遊
具

の
プ
ラ
ン
が
昨
年
７
月
、
大

分
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
水
族
館

「
う
み
た
ま
ご
」
の
新
施
設

の
公
募
に
お
い
て
グ
ラ
ン
プ

リ
を
獲
得
し
た
。
作
品
は
金

野
助
教
や
構
造
設
計
家
に
よ

る
実
施
設
計
を
経
て
製
作
・

設
置
さ
れ
、４
月
18
日
（
土
）

か
ら
、
新
施
設
「
あ
そ
び
ー

ち
」
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ

て
い
る
。

　
「
動
物
と
ア
ー
ト
で
遊
ぶ
」

が
コ
ン
セ
プ
ト
の
こ
の
施
設

は
、
天
然
の
サ
ン
ゴ
砂
が
敷

き
詰
め
ら
れ
た
ビ
ー
チ
を
歩

い
て
イ
ル
カ
や
ペ
ン
ギ
ン
と

触
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

ビ
ー
チ
の
周
囲
に
設
置
さ
れ

た
、
海
の
動
物
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
遊
べ
る
ア
ー
ト
「
う
み

さ
ん
ぽ
」
が
、
こ
の
グ
ラ
ン

プ
リ
受
賞
作
品
で
あ
る
。

　

子
供
か
ら
大
人
ま
で
が

チ
ョ
ー
ク
で
落
書
き
を
楽
し

む
貝
殻
型
の
ド
ー
ム
「
シ
ェ

リ
ー
・
キ
ャ
ン
バ
ス
」、
螺

旋
状
の
イ
ワ
シ
の
群
れ
を
連

想
さ
せ
る
木
製
滑
り
台
の

「
イ
ワ
シ
玉
・
ス
ラ
イ
ダ
ー
」、

カ
ラ
フ
ル
な
消
波
ブ
ロ
ッ
ク

を
サ
ン
ゴ
に
見
立
て
、
様
々

な
遊
び
を
想
起
さ
せ
る
「
サ

ン
ゴ
・
め
い
ろ
」。
い
ず
れ

も
、
原
寸
模
型
な
ど
の
製
作

を
通
し
て
、
実
施
設
計
に
携

わ
っ
た
。

　

オ
ー
プ
ン
初
日
か
ら
人
の

絶
え
な
い
同
施
設
は
、
連
休

中
に
は
時
間
を
延
長
し
て
夜

間
営
業
を
行
う
な
ど
、
人
気

を
集
め
て
い
る
。

災
科
学
技
術
研
究
推
進
制

度
」
に
お
け
る
平
成
25
年
度

の
新
規
研
究
課
題
と
し
て
採

択
さ
れ
た
も
の
で
、
平
成
27

年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て

い
る
。

　

突
入
判
断
シ
ス
テ
ム
は
、

放
射
線
量
計
や
ガ
ス
セ
ン
サ

な
ど
の
環
境
セ
ン
サ
を
搭
載

し
た
水
陸
両
用
無
人
探
査
車

両
を
災
害
現
場
に
投
入
し
、

隊
員
の
突
入
可
否
や
突
入
最

適
ル
ー
ト
を
判
断
す
る
た
め

の
情
報
を
収
集
す
る
。

　

撤
退
判
断
シ
ス
テ
ム
は
、

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
セ

ン
サ
群
に
よ
り
得

ら
れ
る
隊
員
の
体

調
や
、
周
辺
の
放

射
線
量
等
の
情
報

の
分
析
結
果
を
現

場
指
揮
所
に
設
置

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
へ
送

信
し
隊
員
の
位
置

や
状
況
を
地
図
上

に
一
括
し
て
表
示

す
る
。
危
険
と
判

断
さ
れ
た
場
合
に

無人探査車両の説明を行う石川助教

シェリー・キャンバス

イワシ玉・スライダー

サンゴ・めいろ

楽しく食事をとりながら、新入生同士や先輩と交流

　

4
月
4
日
（
土
）、
第
3

回
目
と
な
る
「
女
子
学
生
交

流
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
交
流
会
は
、
在
籍
人
数
が

少
な
い
女
子
学
生
が
、
男
子

学
生
に
囲
ま
れ
て
し
ま
う
環

境
で
心
細
さ
を
感
じ
る
こ
と

な
く
、
一
日
で
も
早
く
大
学

生
活
に
溶
け
込
み
、
充
実
し

た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
支

援
す
る
た
め
に
開
催
し
て
い

る
。
本
年
度
入
学
し
た
71
名

の
女
子
学
生
の
ほ
ぼ
全
員

と
、
先
輩
女
子
学
生
14
名
、

な
ら
び
に
女
子
職
員
11
名
が

参
加
し
た
。
開
催
に
あ
た

り
、
学
生
支
援
部
長
の
竹
内

貞
雄
教
授
な
ら
び
に
林
教
務

部
事
務
副
部
長
か
ら
、
趣
旨

説
明
と
先
輩
の
工
房
や
部
活

に
お
け
る
活
躍
の
事
例
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
新
入
生

へ
の
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ

た
。
そ
の
後
は
、
学
群
・
学

科
ご
と
に
分
か
れ
、
先
輩
の

司
会
進
行
に
よ
り
昼
食
を
取

り
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己

紹
介
が
行
わ
れ
た
。
入
学
し

て
間
も
な
い
新
入
生
は
、
初

め
緊
張
し
た
面
持
ち
で
あ
っ

た
が
、
先
輩
か
ら
学
生
生
活

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、
新
入

生
同
士
で
電
話
番
号
を
交
換

し
た
り
と
和
や
か
な
談
笑
の

輪
が
広
が
っ
た
。
リ
ケ
ジ
ョ

と
い
う
言
葉
が
世
に
浸
透
し

て
き
た
今
、
彼
女
達
の
活
躍

に
期
待
し
た
い
。

　

5
月
24
日
（
日
）、
大
学

学
友
会
館
に
て
後
援
会
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

第
1
号
議
案
「
平
成
26
年

度
事
業
報
告
」、
第
2
号
議

案
「
平
成
26
年
度
決
算
報

告
・
同
監
査
報
告
」、
第
3

号
議
案
「
平
成
27
年
度
事
業

計
画
」、
第
4
号
議
案
「
平

成
27
年
度
予
算
」、
第
5
号

議
案
「
理
事
・
監
事
の
銓
衡
」

は
、
慎
重
審
議
の
上
、
全
て

承
認
さ
れ
、
総
会
は
無
事
終

了
し
た
。

　

新
執
行
部
は
次
の
通
り
。

会　

長　

竹
中
哲
喜（
埼
玉
）

副
会
長　

田
中
長
佳（
青
森
）

〃　
　
　

大
城
末
治（
沖
縄
）

〃　
　
　

齋
藤　

進（
東
京
）

総　

務　

熱
田
俊
美（
京
都
）

〃　
　

大
原
史
子（
鹿
児
島
）

財　

務　

尾
崎
雄
一（
富
山
）

〃　
　
　

宮
坂
幸
治（
長
野
）

監  

事　

市
川
道
教
（
東
京
）

〃　
　

廣
瀬　

修（
神
奈
川
）

　

総
会
終
了
後
に
は
、学
内

見
学
が
あ
り
、キ
ャ
ン
パ
ス

内
の
主
な
施
設
設
備
を
職
員

が
案
内
し
た
。そ
の
後
、教
職

員
ら
と
共
に
懇
親
会
も
行
わ

れ
、互
い
に
懇
親
を
深
め
た
。

後
援
会
定
期
総
会
を
開
催

ビジネスプランコンテスト作品募集

　本年で10回目となるビジネスプランコンテストが
今年も実施される。ビジネスプランを実際に実現す
る優秀なプランには、特別賞が贈呈される。
■エントリー期間：6月15日（月）〜27日（土）
■一次応募：７月14日（火）〜７月20日（月）
　詳細は産学連携起業教育センターへ問い合わせる
か、ホームページで確認していただきたい。
http：//www.nit.ac.jp/center/cooperation/iu.html

表彰式の様子（昨年）

就
職
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
短
期
決
戦
へ
。

就
職
支
援
情
報

　

来
春
に
卒
業
・
修
了
す
る

学
生
達
の
就
職
活
動
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
大
き
く
変
化
し

た
。
従
前
は
大
学
3
年
生
の

12
月
に
解
禁
さ
れ
て
い
た
会

社
説
明
会
が
3
ヶ
月
遅
れ
て

春
休
み
中
の
3
月
か
ら
と
な

り
、
面
接
等
の
選
考
の
開
始

が
4
月
か
ら
8
月
に
変
更
に

な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
選
考

期
間
は
正
式
な
内
定
日
と
な

る
10
月
1
日
ま
で
の
2
ヶ
月

間
と
な
り
、
昨
年
ま
で
の

6
ヶ
月
か
ら
大
幅
に
短
縮
さ

れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
短
期
決
戦
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
志
望

職
種
や
会
社
を
早
め
に
絞
込

む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ

の
対
策
と
し
て
、
12
月
と
2

月
に
１
８
１
社
の
人
事
担
当

者
を
本
学
に
招
い
た
「
業

界
・
業
種
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
た
。
こ
こ
で
は
、
企
業

が
所
属
す
る
業
界
や
業
種
お

よ
び
自
社
の
業
務
内
容
の
説

明
が
行
わ
れ
た
。
中
に
は
本

学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
同
行
さ
せ

後
輩
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
実
施
し
た
企
業
も
あ
っ

た
。

　

会
社
説
明
会
が
解
禁
と

な
っ
た
3
月
・
4
月
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
5
日
間
（
計
10
日

間
）、
２
４
８
社
の
企
業
を

招
い
た
「
学
内
合
同
企
業
説

明
会
」
を
開
催
し
た
。
学
生

は
、
よ
り
具
体
的
な
企
業
情

報
や
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

得
よ
う
と
、
真
剣
な
眼
差
し

で
聞
き
入
っ
て
い
た
。
12

月
・
2
月
と
合
わ
せ
る
と
8

割
程
度
の
学
生
が
参
加
し
て

い
る
。

　

学
生
の
就
職
支
援
に
は
、

卒
業
研
究
担
当
教
員
と
の
連

携
が
重
要
で
あ
る
。
現
在
、

担
当
教
員
に
よ
る
第
1
回
目

の
就
職
活
動
状
況
の
報
告
を

受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
学

生
達
の
活
動
状
況
を
把
握
し

た
上
で
個
別
相
談
に
応
じ
る

と
と
も
に
6
月
9
日
（
火
）

か
ら
12
日
（
金
）
ま
で
実
施

す
る
第
3
回
「
学
内
合
同
企

業
説
明
会
」
に
参
加
す
る
よ

う
連
絡
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

今
年
度
の
大
卒
採
用
に
つ

い
て
は
、
次
世
代
技
術
の
開

発
を
担
う
人
材
と
し
て
理
工

系
の
採
用
意
欲
が
高
い
。
昨

年
末
か
ら
本
格
的
に
動
き
出

し
て
い
る
学
生
の
中
に
は
、

す
で
に
数
社
か
ら
内
々
定
を

得
て
い
る
学
生
も
い
る
。
特

に
建
設
業
（
建
築
工
事
業
、

設
備
業
）
や
Ｉ

Ｔ
関
連
企
業
の

採
用
意
欲
は
非

常
に
高
い
。
理

工
系
学
生
は
秋

以
降
に
な
る
と

卒
業
研
究
の
ま

と
め
に
入
る
た

め
に
就
職
活
動

と
の
両
立
が
難

し
く
な
る
、
早

い
段
階
で
の
積

極
的
な
活
動
が

大
事
で
あ
る
。
就
職
支
援
課

で
は
、
学
生
の
進
路
を
尊
重

し
、
一
緒
に
考
え
な
が
ら
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
体
制
で
最
後

ま
で
支
援
を
行
う
。
一
人
で

悩
ま
ず
に
、
就
職
支
援
課
の

窓
口
を
訪
ね
て
ほ
し
い
。

学内合同企業説明会

学生支援部長賞
　3月12日（木）、学生支援部長室に
て、平成26年度の学生支援部長賞の表
彰式が行われた。今年の表彰は、団体
2組（機械工学科「Pulp fiction」、アー

チェリー部）と個人４名（小林達也君、
清水裕孝君、雨野暉君、松永直樹君）
が受賞対象となり、学生支援部長より
表彰状と賞品が授与された。

受賞者一覧
氏名又は団体名 学科 申請内容

小林　達也 情報工学科 応用情報技術者試験合格
清水　裕孝 情報工学科 応用情報技術者試験合格
機械工学科

片身正樹、森滉平、小林竜
「Pulp fiction」

機械工学科 東京デザイナーズウィーク
2014 ASIA AWARDS学校作品展学生賞入賞

雨野　暉 創造システム
工学科

第60回東西学生弓道選抜対抗試合出場東軍優勝
第46回関東学生弓道選手権大会個人3位

松永　直樹 機械工学科
第47回東日本理工系大学体操競技選手権大会
個人総合1位
第68回全日本学生体操競技選手権大会個人出場

アーチェリー部 第53回全日本学生アーチェリー男子王座決定戦７位

女
子
学
生

交
流
会
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環
境
共
生
シ
ス
テ
ム
学
専

攻
博
士
前
期
課
程
１
年
（
鈴

木
宏
典
研
究
室
）
の
石
倉
嵩

也
君
が
３
月
10
日
（
火
）、

自
動
車
技
術
会
の
ベ
ス
ト
・

ペ
ー
パ
ー
賞
を
受
賞
し
た

（
受
賞
時
は
、
も
の
づ
く
り

環
境
学
科
４
年
）。
論
文
名

は
「
信
号
交
差
点
で
の
判
断

迷
い
を
低
減
す
る
安
全
運
転

支
援
シ
ス
テ
ム
の
提
案
」。

　

自
動
車
運
転
中
に
交
差
点

で
黄
信
号
に
な
っ
た
際
、
ド

ラ
イ
バ
ー
は
手
前
で
停
止
す

る
か
、
通
過
す
る
か
判
断
に

迷
う
「
ジ
レ
ン
マ
」
に
陥
る

こ
と
が
あ
る
。本
研
究
で
は
、

残
り
青
時
間
を
呈
示
す
る
運

転
支
援
シ
ス
テ
ム
を
提
案

し
、
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
を
用
い
た
被
験
者
実

験
を
実
施
。
残
り
青
時
間
の

呈
示
が
ジ
レ
ン
マ
の
低
減
、

急
ブ
レ
ー
キ
の
低
減
等
に
大

き
く
貢
献
す
る
こ
と
を
示

し
、
交
差
点
で
の
安
全
性
向

　

４
月
12
日
（
日
）、

埼
玉
建
築
設
計
監
理

協
会
主
催
の
第
15
回

卒
業
設
計
コ
ン
ク
ー

ル
展
の
審
査
が
行
わ

れ
、
平
成
26
年
度
卒

業
の
本
学
学
生
２
名

が
受
賞
し
た
。

　

生
活
環
境
デ
ザ
イ

ン
学
科
４
年
（
受
賞

時
）
の
岡
部
彰
寛
君

は
作
品
「
広
が
る
日
常
・
つ

な
が
る
団
地
〜
小
渕
団
地
と

周
辺
環
境
の
共
生
〜
」
で
最

優
秀
賞
と
埼
玉
賞
を
受
賞
。

団
地
と
周
辺
環
境
を
つ
な
ぐ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
と
な
る

共
用
施
設
を
提
案
し
た
。

　

建
築
学
科
４
年
（
受
賞

時
）
の
原
昇
吾
君
は
作
品

「『
水
車
と
共
に
循
環
す
る

町
』
in
宮
代
町
〜
環
境
循
環

型
農
業
建
築
の
設
計
〜
」
で

審
査
員
特
別
賞
、
総
合
資
格

学
院
賞
を
受
賞
。
大

学
の
地
元
宮
代
町

「
新
し
い
村
」
に
お

け
る
、
環
境
に
配
慮

し
た
環
境
循
環
型
農

業
建
築
を
設
計
し

た
。

　

本
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
新
し
い
世
紀
の

第
一
線
で
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
建
築
系
学

生
の
能
力
向
上
、
育
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
同
協
会

の
建
築
系
学
生
奨
励
事
業
と

し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

る
。
今
回
の
出
展
作
品
総
数

は
30
点
で
あ
っ
た
。

　

電
子
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学

専
攻
博
士
前
期
課
程
２
年

（
平
栗
研
究
室
）
の
森
野
善

明
君
が
３
月
11
日
（
水
）、

電
子
情
報
通
信
学
会
の
学
術

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
（
受
賞

時
は
同
課
程
１
年
）。
論
文

名
は
「
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
伝
送
に
お

け
る
衝
突
検
出
機
能
を
用
い

た
ア
ク
セ
ス
制
御
の
理
論
解

析
」、「
Ｍ
Ｕ-

Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
に
お

け
る
同
期
ラ
ン
ダ
ム
ア
ク
セ

ス
制
御
方
式
の
特
性
評
価
」。

　

次
世
代
無
線
通
信
の
研
究

開
発
で
は
、
更
な
る
通
信
速

度
の
高
速
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
従
来
の
研
究

で
は
、
通
信
信
号
な
ど
物
理

的
な
高
速
化
が
図
ら
れ
る
だ

け
で
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
通
信
手
順
（
プ
ロ
ト
コ

ル
）
を
含
ん
だ
検
討
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。
本
研
究
は
、

こ
れ
ら
の
通
信
手
順
を
含
む

無
線
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、

総
合
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
大
幅
な
向
上
を
達
成
し
、

実
現
性
も
高
い
こ
と
か
ら
、

高
い
評
価
を
受
け
た
。
受
賞

に
際
し
森
野
君
は
「
学
術
奨

励
賞
と
い
う
名
誉
あ
る
賞
を

頂
き
、
大
変
う
れ
し
い
。
こ

れ
ま
で
指
導
し
て
い
た
だ
い

た
先
生
方
に
感
謝
し
て
い

る
。
今
後
も
こ
の
賞
に
恥
じ

ぬ
よ
う
、
よ
り
一
層
研
究
に

励
み
、
多
く
の
研
究
成
果
を

発
表
で
き
る
よ
う
尽
力
し
た

い
」
と
述
べ
て
い
る
。

上
が
期
待
で
き
る
と
し
て
評

価
さ
れ
た
。
信
号
機
の
情
報

を
自
動
車
が
取
得
し
、
カ
ー

ナ
ビ
画
面
等
に
残
り
青
時
間

を
呈
示
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
が

判
断
に
迷
う
前
に
安
全
な
運

転
行
動
を
促
す
、
と
い
っ
た

利
用
が
期
待
さ
れ
る
。
石
倉

君
は
「
自
分
達
の
研
究
を
自

動
車
の
安
全
性
向
上
等
の
社

会
貢
献
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」と
抱
負
を
述
べ
て
い
る
。

自
動
車
技
術
会

ベ
ス
ト
・
ペ
ー
パ
ー
賞
受
賞

建
築
の
卒
業
設
計
コ
ン
ク
ー
ル

学
生
２
名
が
最
優
秀
賞
な
ど
受
賞

電
子
情
報
通
信
学
会

学
術
奨
励
賞
受
賞

岡部彰寛君と受賞作品

日下理事長（右）より波多野学長に目録が贈られた

川
口
信
用
金
庫
に
よ
る

寄
付
講
座
贈
呈
式

　

４
月
８
日
（
水
）、
本
学

に
お
い
て
川
口
信
用
金
庫
に

よ
る
寄
付
講
座
「
創
業
の
基

礎
」
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ

た
。
同
講
座
は
本
年
で
５
年

目
を
迎
え
、４
月
18
日
（
土
）

か
ら
７
月
11
日
（
土
）
ま
で

全
14
回
開
講
さ
れ
る
。
学
生

10
名
、
社
会
人
５
名
の
ゼ
ミ

形
式
の
講
義
で
、
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
の
発
表
も
行
わ
れ

る
。
波
多
野
純
学
長
は
「
自

分
の
意
思
で
何
か
を
突
破
す

る
力
を
鍛
え
る
に
は
、
あ
り

が
た
い
講
座
で
あ
り
、
新
し

い
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
起
業
す
る

学
生
を
育
て
る
の
は
大
学
と

し
て
の
重
要
な
使
命
」
と
意

欲
を
み
せ
た
。

（
４
月
１
日
付
）

◆
有
賀
幸
則
教
授

◆
髙
橋
明
遠
教
授

◆
正
道
寺
勉
教
授

【
任
命
】（
４
月
１
日
付
）

◆
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
長
兼
担　

梅
崎
栄
作
教
授
（
再
任
）

◆
技
術
研
究
系
総
括
セ
ン

タ
ー
長
兼
担

三
宅
正
二
郎
教
授
（
再
任
）

◆
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
長
兼
担

三
宅
正
二
郎
教
授
（
再
任
）

◆
先
端
材
料
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
長
兼
担

三
宅
正
二
郎
教
授
（
再
任
）

◆
超
高
電
圧
研
究
セ
ン
タ
ー
長

西
村
誠
介
教
授
（
再
任
）

◆
工
業
教
育
研
究
所
長

渡
辺
勉
教
授
（
再
任
）

◆
教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
長
兼
担

渡
辺
勉
教
授
（
再
任
）

◆
高
大
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

室
長
兼
担

當
間
喜
久
雄
教
授
（
新
任
）

◆
工
業
技
術
博
物
館
長

松
野
建
一
客
員
教
授
（
再
任
）

◆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長
兼
担

寺
尾
裕
教
授
（
再
任
）

◆
機
械
実
工
学
教
育
セ
ン

タ
ー
長
兼
担

村
田
泰
彦
教
授
（
新
任
）

◆
産
学
連
携
起
業
教
育
セ
ン

タ
ー
長
兼
担

古
閑
伸
裕
教
授
（
再
任
）

◆
建
築
技
術
セ
ン
タ
ー
長
兼
担

川
村
清
志
教
授
（
再
任
）

◆
環
境
化
学
ラ
ボ
所
長
兼
担

八
木
田
浩
史
教
授
（
新
任
）

◆
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ラ

ボ
所
長
兼
担

足
立
真
教
授
（
新
任
）

◆
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ラ
ボ
所

長
兼
担

上
野
貴
博
准
教
授
（
再
任
）

◆
工
房
教
育
推
進
本
部
長
兼
担

中
野
道
王
教
授
（
新
任
）

◆
シ
ス
テ
ム
管
理
室
長

大
木
幹
雄
元
教
授
（
再
任
）

◆
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
長
補
佐

高
瀬
浩
史
准
教
授
（
再
任
）

◆
留
学
生
別
科
主
任

呉
志
良
准
教
授
（
再
任
）

◆
教
育
研
究
推
進
室
課
長
兼
務

日
下
部
恵
美
子

◆
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
事
務
課
長

兼
務

磯
雄
二

◆
財
務
課
主
任　

山
田
隆
司

（
法
人
本
部
か
ら
異
動
）

◆
入
試
室
主
任　

江
原
慎
一

（
財
務
課
か
ら
異
動
）

◆
教
育
研
究
推
進
室
主
任　

吉
田
有
美

【
配
置
換
】

（
４
月
１
日
付
）

◆
川
島
信
也
入
試
室
主
任
→

総
務
部
付
主
任

◆
秋
山
純
一
総
務
課
事
務
職

員
→
財
務
課
事
務
職
員

◆
波
多
野　

純
学
長
／
出
張

先
＝
台
湾
（
3
／
27
〜
3
／

30
）
／
目
的
＝
高
苑
科
技
大
学

創
立
25
周
年
記
念
式
典
出
席

◆
林　

祐
司
教
務
部
事
務
副

部
長
／
出
張
先
＝
台
湾
（
3
／

27
〜
3
／
30
）
／
目
的
＝
高
苑

科
技
大
学
創
立
25
周
年
記
念

式
典
出
席

◆
細
田
彰
一
准
教
授
（
機
械
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
イ
タ
リ
ア

（
4
／
11
〜
4
／
21
）
／
目
的

＝
ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
で
の
学

生
作
品
展
示

◆
佐
藤
建
夫
財
務
部
長
／
出

張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
4
／
21
〜
4

／
27
）
／
目
的
＝
カ
ナ
ダ
研
修

所
修
了
式
お
よ
び
レ
ス
ブ

リ
ッ
ジ
カ
レ
ッ
ジ
で
の
コ
ン

ボ
ケ
ー
シ
ョ
ン
式
典
に
出
席

◆
吉
野
秀
明
教
授
（
電
気
電
子

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ

カ
（
5
／
10
〜
5
／
16
）
／
目

的
＝
２
０
１
５
年
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

通
信
品
質
と
信
頼
性
に
関
す

る
国
際
会
議
の
会
議
・
委
員
会

運
営

◆
神
林　

靖
准
教
授
（
情
報
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
ル
ー
マ
ニ

ア
（
5
／
19
〜
5
／
25
）
／
目

的
＝
第
10
回
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
応
用

計
算
知
能
情
報
国
際
会
議
に

て
論
文
発
表

◆
武
田
光
史
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
（
5
／
21
〜
5
／
27
）
／
目

的
＝
バ
リ
島
と
ジ
ャ
カ
ル
タ

の
集
合
住
宅
の
視
察

人
事
異
動

国
外
出
張

名
誉
教
授
任
命

▼
『
宗
教
と
文
学
』

の
著
者
、
亀
井
勝

一
郎
は
文
明
批
評

に
重
点
を
置
き
活

動
し
た
評
論
家
で

あ
る
。
彼
は
そ
の

中
で
「
よ
く
わ
か

る
と
は
何
だ
。
よ
く
わ
か
る

な
ど
と
い
う
奴
に
限
っ
て
、

絶
対
に
わ
か
っ
ち
ゃ
お
ら

ん
」
と
記
し
て
い
る
▼
と
か

く
何
で
も
わ
か
っ
た
、
と
い

う
人
間
に
対
す
る
痛
烈
な
批

判
と
な
ろ
う
。
わ
か
っ
て
い

る
と
人
が
言
う
時
、
あ
る
い

は
自
分
が
言
お
う
と
す
る

時
、
最
も
必
要
な
の
は
、
そ

の
こ
と
を
疑
っ
て
み
る
目

だ
、
と
説
い
て
い
る
の
だ
ろ

う
▼
一
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
の

科
学
者
・
詩
人
で
あ
る
ハ
イ

ド
ン
は
「
何
も
知
ら
な
い
者

は
何
も
疑
わ
な
い
」
と
述
べ

て
い
る
。
自
分
の
わ
ず
か
な

知
識
が
実
は
、
大
変
あ
い
ま

い
な
根
拠
に
も
と
づ
い
て
い

る
こ
と
は
、
よ
く
あ
る
話

だ
。
疑
う
こ
と
の
大
切
さ
を

示
し
て
い
る
▼
ま
た
、
ゲ
ー

テ
は
「
人
は
、
ほ
と
ん
ど
知

ら
な
い
時
に
の
み
知
っ
て
い

る
。
知
識
と
と
も
に
疑
問
が

高
ま
る
」
と
言
っ
た
の
も
共

通
し
た
考
え
だ
ろ
う
▼
肝
に

命
じ
た
い
言
葉
集
だ
。【
信
】

編 集 後 記

巡
回
展
「
埼
葛
・

　

北
埼
玉
の
水
塚
」

宮代町
だより

195号

　

水
塚
（
み
づ
か
）
と

は
、「
水
害
に
対
す
る
備

え
と
し
て
設
け
ら
れ
た
、

周
り
よ
り
も
土
地
が
高
い

避
難
用
施
設
」
の
こ
と
で

す
。
埼
玉
県
北
・
東
部
の

15
市
町
で
構
成
さ
れ
る

「
東
部
地
区
文
化
財
担
当

者
会
」
の
調
査
で
は
、
区

域
内
に
１
２
２
０
基
を
超

え
る
水
塚
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
、
町
域
で
も
16

基
の
水
塚
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
水
塚
の
分
布
や
歴

史
に
は
、
災
害
対
策
へ
の

ヒ
ン
ト
が
多
く
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
期
間
】
７
月
12
日
ま
で

（
毎
週
月
曜
日
休
館
）

【
場
所
・
問
合
せ
】
宮
代

町
郷
土
資
料
館
０
４
８

０
・
３
４
・
８
８
８
２

平成27年度　科学研究費助成事業
　４月1日（水）に平成27年度科学
研究費助成事業の交付内定が日本学
術振興会から通知され、本学は13件
の研究課題が新規採択を受けた。継
続課題の30件を含めると、本年度は
43件が科学研究費の交付を受けるこ
ととなる。

　本学の科学研究費助成事業の採択
率は、国公私立大学を含めた例年の
全国平均と同水準である。今後も各
教員がそれぞれの研究テーマの充実
に向けて邁進し、更なる採択件数の
増加を期待したい。

平成27年度　科学研究費助成事業　交付決定者・内定一覧

研究種目 所属 職 研究代表者
氏名

継続／
新規

採択
年度 研究課題

基盤研究C 機械工学科 教  授 中野　道王 新規 27 排気ガス組成制御による大量EGRガソリンエンジンの研究

基盤研究C 機械工学科 教  授 張　暁友 新規 27 長ストロークと高精度の両立可能な，特殊加工用５自由度磁気浮上
アクチュエータの研究

基盤研究C ものづくり
環境学科 教  授 雨宮　隆 新規 27 貝殻を模倣したグラフェン積層構造高機能材料の開発

基盤研究C ものづくり
環境学科 准教授 鈴木　宏典 新規 27 多重追突事故防止を目指す予防安全型車群制御の実現：車群走

行状態推定システムの開発

若手研究B ものづくり
環境学科 助  教 桑原　拓也 新規 27 燃料電池を用いた省エネルギー非熱プラズマ水質浄化の機能解明

基盤研究C 創造システム
工学科 准教授 滝田　謙介 新規 27 薄型胴体を持つヘビ型ロボットの研究

基盤研究C 電気電子
工学科 教  授 青柳　稔 新規 27 作製容易な超音波ファントム材料の創出と、その構造解析に関す

る研究

基盤研究C 電気電子
工学科 教  授 神野　健哉 新規 27 力学系理論に基づく正準型粒子群最適化の開発

基盤研究C 建築学科 准教授 佐々木　誠 新規 27 住宅団地再生における地域と大学の連携に関する研究
挑戦的

萌芽研究 共通教育系 教  授 服部　邦彦 新規 27 マイクロ波帯パッシブレーダを用いた空中高圧送電線検知法の開発

基盤研究C 共通教育系 准教授 大野　修一 新規 27 解析関数空間の構造とその上の線形作用素の研究

若手研究B 共通教育系 准教授 佐藤　弘康 新規 27 ブーゼマン・ポアソン核を許容するアダマール多様体の重心写像の
幾何学

若手研究B 共通教育系 助  教 岡本　卓也 新規 27 様々な多重ゼータ関数と超幾何関数の関係とその応用

基盤研究C 機械工学科 教　授 神　雅彦 継続 25 金属の固相接合法による微細部品精密接合技術の開発と応用に
関する研究

基盤研究C 機械工学科 教　授 竹内　貞雄 継続 25 大気圧プラズマによる細径ダイヤモンドコーテッドエンドミルの刃付け
研磨技術の開発

基盤研究C 機械工学科 教　授 村田　泰彦 継続 26 電磁誘導加熱・樹脂流動制御射出成形金型によるフィラー充填樹
脂成形品特性の改善

基盤研究C 機械工学科 教　授 梅崎　栄作 継続 25 流動と応力分布の同時計測による紫外線硬化樹脂に生じる残留応
力の解明

基盤研究C 機械工学科 准教授 二ノ宮　進一 継続 25 超音波放電加工による多結晶ダイヤモンド焼結体の高能率微細加
工に関する研究

基盤研究C ものづくり
環境学科 教　授 大澤　正久 継続 25 高効率有機ELのための銅一価錯体の合成

基盤研究C ものづくり
環境学科 准教授 安原　鋭幸 継続 25 超音波加振を利用した異種材料薄板接合法の開発

基盤研究C 創造システム
工学科 教　授 渡部　修一 継続 25 DLC膜の表面自由エネルギー制御

基盤研究C 創造システム
工学科 教　授 吉澤　信幸 継続 25 健足につけたセンサ信号を利用した電動下肢補そう具による快適歩

行

基盤研究C 創造システム
工学科 准教授 田村　仁 継続 25 カメラを用いた路面摩擦係数の判別手法

基盤研究C 電気電子
工学科 教　授 宇賀神　守 継続 26 チャネルグループ化により隣接チャネル妨害信号抑圧を行う無線受

信ＬＳＩ設計技術

基盤研究C 電気電子
工学科 教　授 吉野　秀明 継続 26 サイバーフィジカルシステム型QoEトラヒック制御方式の研究

基盤研究C 電気電子
工学科 准教授 平栗　健史 継続 25 モバイルネットワーク仮想化に関する制御アルゴリズムの研究

基盤研究C 情報工学科 教　授 新藤　義昭 継続 25 ＣＧ映像と実写映像を融合した映像教材制作技法と対話型理科仮
想実験システムの研究

基盤研究C 情報工学科 准教授 神林　靖 継続 26 移動エージェントを用いたアドホックネットワークの自律的構成の研究
基盤研究C 情報工学科 准教授 高瀬　浩史 継続 26 低サイドローブ特性を有するパルス圧縮符号に関する研究
基盤研究C 情報工学科 准教授 江藤　香 継続 26 脳活性から検証するアロマ・フットケアが及ぼす身体的効果

若手研究B 情報工学科 助　教 橋浦　弘明 継続 25 細粒度履歴情報をリアルタイムに活用するプログラミング支援環境
の研究

基盤研究C 建築学科 教　授 成田　健一 継続 26 水ミスト噴霧による快適空間の創出のための設計手法の構築

基盤研究C 建築学科 教　授 三坂　育正 継続 25 屋外空間の積極的な活用のためのフラクタル日除けによる快適空
間創出手法の確立

若手研究B 建築学科 助　教 菊田　貴恒 継続 26 引張強度20MPa以上を実現する超高強度ひずみ硬化型セメント複
合材料の開発

若手研究B 建築学科 助　手 野口　憲治 継続 26 シーボルトが見た日本の近世町家とその室内意匠の特質

若手研究B 生活環境
デザイン学科 准教授 樋口　佳樹 継続 26 電気情報に基づいた住宅ライフログ推定による単身高齢者の生活

の安全・健康確保支援

基盤研究C 共通教育系 准教授 田中　佳子 継続 25 学生の自己評価に基づいた個票による継続的自己教育力育成支援
システムの開発と評価

若手研究B 共通教育系 准教授 梅谷　篤史 継続 26 ラムダハイパー核の生成・構造・崩壊理論のsd殻領域への展開

若手研究B 共通教育系 講  師 二宮　祐 継続 25 戦後日本の「人事アセスメント」の開発・利用に関する知識社会
学的研究

基盤研究C 先端材料技術
研究センター 准教授 野口　裕之　 継続 25 ダイヤモンド金型を用いた超高圧下でのセラミック粉末の常温焼結メ

カニズムの解析
基盤研究C スチューデントラボ 助　教 岡崎　昭仁 継続 25 余剰排気エネルギ回生型エンジンシステムの研究

基盤研究C 工業技術博物館 講　師 丹治　明 継続 25 昭和初期に設計・製造された工作機械の3次元モデルによる可視
化

基盤研究C 専門職大学院 教　授 小田　恭市 継続 25 グローバル･ニッチ･トップ企業の発生・成長メカニズムに関する研究
原昇吾君と受賞作品


